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Information
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式
典
後
は
、
和
太
鼓
�
か
つ
み
�
と
阿

久
比
中
学
校
吹
奏
楽
部
の
皆
さ
ん
に
よ
る

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
開
催
し
ま
す
。

　

会
場
周
辺
道
路
の
混
雑
が
予
想
さ
れ
る

の
で
、
当
日
は
交
通
事
故
に
気
を
付
け
て

お
越
し
く
だ
さ
い
。

□
日　

時　

九
月
九
日（
日
）　

午
後
一
時

半
〜
午
後
三
時

□
場　

所　

勤
労
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
エ
ス

ペ
ラ
ン
ス
丸
山
）

□
対
象
者　

七
十
歳
以
上
の
高
齢
者
（
昭

和
十
七
年
十
二
月
三
十
一
日
以
前
に
生

ま
れ
た
方
）

□
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
介
護
課
介
護
保
険
係　

�（
４
８
）

１
１
１
１
（
内
２
２
８
・
２
９
０
）

�
　

虐
待
な
ど
高
齢
者
・
障
が
い
者
の
人
権

に
か
か
わ
る
悩
み
事
、
心
配
事
の
相
談
に

電
話
で
応
じ
ま
す
。

　

相
談
内
容
は
堅
く
守
ら
れ
ま
す
。
一
人

で
悩
ま
ず
、
気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

□
相
談
専
用
電
話

　

�
０
５
７
０（
０
０
３
）１
１
０

□
日　

時　

九
月
十
日（
月
）〜
十
六
日（
日
）

　

【
平
日
】
午
前
八
時
半
〜
午
後
七
時

　

【
土
曜
日
・
日
曜
日
】
午
前
十
時
〜
午

後
五
時

□
相
談
担
当
者　

人
権
擁
護
委
員

□
問
い
合
わ
せ
先　

名
古
屋
法
務
局
人
権
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�
�
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擁
護
部　

�
０
５
２（
９
５
２
）８
１
１

１
（
内
１
４
７
０
）

�□
対
象
・
定
員　

一
般
・
三
十
人

□
内　

容　

技
術
と
ル
ー
ル
を
習
得
し
、

ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
バ
レ
ー
の
楽
し
さ
を
体

験
□
日
時
・
場
所　

全
五
回
で
次
表
の
と
お

り
□
講　

師　

ア
ク
テ
ィ
ブ
あ
ぐ
い
指
導
員

□
受
講
料　

千
円
（
ア
ク
テ
ィ
ブ
あ
ぐ
い

会
員
は
無
料
）

□
申
込
期
限　

九
月
二
十
八
日（
金
）

□
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

社
会
教
育
課
体
育
係　

�（
４
８
）１
１

�
�
�
�
�
�
�
�
	

�

�

�

�

�

�
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１
１
（
内
２
６
２
・
２
８
０
）　

　

ア
ク
テ
ィ
ブ
あ
ぐ
い　

�
０
９
０（
６

６
１
７
）９
１
０
１

�
　

身
近
な
消
費
生
活
に
関
す
る
知
識
を
学

ぶ
「
く
ら
し
の
講
座
」
第
三
回
を
開
催
し

ま
す
。

□
日
時
・
定
員　

十
月
四
日（
木
）午
後
一

時
〜
午
後
四
時
・
二
十
七
人

□
内　

容　

日
本
銀
行
名
古
屋
支
店
の
見

学
コ
ー
ス
を
利
用
し
た
勉
強
会

□
会　

場　

日
本
銀
行
名
古
屋
支
店
（
町

マ
イ
ク
ロ
バ
ス
で
会
場
ま
で
移
動
）

□
申
し
込
み
開
始
日
時　

九
月
十
二
日

（
水
）午
前
九
時
（
電
話
申
込
可
。
定
員

に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。）

□
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
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産
業
観
光
課
商
工
労
政
係　

�（
４
８
）

１
１
１
１
（
内
２
３
４
）

�
　

九
月
二
十
四
日
「
清
掃
の
日
」
か
ら
十

月
一
日
「
浄
化
槽
の
日
」
ま
で
は
「
環
境

衛
生
週
間
」
で
す
。
東
部
知
多
衛
生
組
合

管
内
（
大
府
市
、
豊
明
市
、
東
浦
町
、
阿

久
比
町
）
の
小
学
四
年
生
か
ら
募
集
し
た

ポ
ス
タ
ー
の
優
秀
作
品
を
次
の
と
お
り
展

示
し
ま
す
。

□
展
示
期
間　

九
月
十
五
日（
土
）〜
十
月

十
四
日（
日
）

□
場　

所　

東
部
知
多
温
水
プ
ー
ル
二
階

ロ
ビ
ー
（
大
府
市
大
東
町
２
‐　

）
９６

□
問
い
合
わ
せ
先

　

東
部
知
多
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
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場　　所日　　時
東部小学校
体育館

１０月４日（木）
午後７時３０分～午後９時３０分

草木小学校
体育館

１０月１１日（木）
午後７時３０分～午後９時３０分

南部小学校
体育館

１０月１８日（木）
午後７時３０分～午後９時３０分

英比小学校
体育館

１０月２５日（木）
午後７時３０分～午後９時３０分

ふれあいの森
体育室

１１月１日（木）
午後７時３０分～午後９時３０分

　知多地域では、厚生労働省や消防庁の助言を得て
「救急救命士の処置範囲に係る実証研究」のモデル
事業が行われます。
　１１月１日～平成２５年３月３１日の間、医師の具体的
な指示を受けて救急現場や救急車内などで救急救命
士が行える処置の範囲が広げられます。傷病者が、
今回拡大される救急救命士による処置を断ったとし
ても、これまでどおり救急搬送しますので、不利益
をこうむることはありません。
　拡大される救急救命士の処置は、次の行為です。
◎低血糖性の意識障害の可能性がある患者さんに対
して血糖測定を行い、低血糖が確認された場合に
はブドウ糖溶液を投与します。

◎喘息治療用の吸入薬（吸入β刺激薬）を所持して
いる患者さんが重症喘息発作を起こした場合に、
その吸入薬を使用します。

◎血圧が低下しており、心臓が停止する危険性があ
るショック状態の患者さんに点滴を行います。

□問い合わせ先
　半田消防署救急課
　�（２１）１４９２
　電子メール　handa１１９@cac-net.ne.jp

救急救命士による処置の範囲が広がる
実証研究が行われます


